
 

 

 

 

 

新しい年を迎えて 
校長 林 秀次  

 新しい年２０２１年を迎えました。始業式で子供たちの発表を聞いたり、その発表に対

する他の子供たちの感想を聞いたりする中で、子供たちは、それぞれが新年の抱負をもっ

て新しい年を迎えることができたように感じています。コロナ禍からまだまだ抜け出すこ

とができない状況の中でも、子供たちが自分を伸ばすために前向きに考えているのは家庭

の皆様、地域の皆様がしっかりと支えてくださっているからこそだと思います。ありがと

うございます。 

 さて、年末年始には、日頃当たり前に思っていた私たちの健康も、医療の方々の大変な

ご努力で支えられていることを目の当たりに突き付けられました。振り返ってみると、子

供たちの生活の中でも、安全な登下校、給食、地域での校外学習、放課後の子ども広場、ス

ポーツ活動など、直接的にまたは間接的に子供たちの“日常”を支えるために、多くの地域

の方々が時間を割き、労力をかけて下さっていることに対し、感謝の思いで一杯になりま

した。 

子供たちにとっても、直接お世話になっている方に感謝の思いをもつだけでなく、見え

ないところで支えてくださっている方に目を向け感謝していくことは、成長していく上で

非常に大切なことだと考えています。 

１月後半に学校給食週間があります。給食委員会では、調理員さん栄養士さん、食材を

納入してくださっている方々へ目を向け、感謝を伝えようという活動を企画しています。

このような取組を通して、見えないところで支えてくださっている方へ目を向けることが

できる子供、気ばたらきのできる子供を育てていきたいと考えております。 

保護者の皆様、学校を支えてくださっている地域の皆様はじめ多くの皆様、今年もよろ

しくお願いいたします。 
 

 

かるた大会の運営に挑戦しました 
２年担任 本田 千尋  

１月１５日（金）に低学年で犬棒かるた大会を行いました。２年生の子供たちは、去年、

今の３年生のお兄さんお姉さんに準備をしてもらいました。今年は、自分たちがしてもら

ったことを１年生にお返しする番です。「先生、やっぱり最後の言葉変えてもよいですか？」

「こっちの仕事早く終わったから、手伝うよ。」「プログラ

ムの飾り、ここに付けたら素敵じゃない？」などとみんな

で協力しながら掲示や進行の準備をしました。大会当日は、

友達と仲よくかるたに親しんだり、スムーズに進行をした

りしました。活動を通して、自分たちでみんなのためにや

り遂げたという達成感を得ることができました。これから

も、上学年に教えてもらったことを手本に、お兄さんお姉

さんとして活躍できるよう活動を続けていきます。 
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